
⼼理学の視点からの提⾔
「深い理解」と「学ぶ⼒」に着⽬して

学習院⼤学
篠ヶ⾕ 圭太

1



2



本⽇の内容

1. 「深い理解」に向けて

2. 「学ぶ⼒」の育成に向けて
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既有知識

⼊⼒情報 記憶・思考

加⼯・編集

理解にも思考にも
知識は重要

⼈間の情報処理の仕組み
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学⼒の3要素に関する提⾔
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→ 学校の授業だけで学ぶ⼒は育たない

◆ 知識・技能

◆ 思考⼒・判断⼒・表現⼒

◆ 主体的に学習に取り組む態度

授業と家庭学習で深い理解と学ぶ⼒の実現へ

思考に使える
確かな知識
  ＝深い理解

学習の⾃⼰調整・粘り強さ＝学ぶ⼒



１．深い理解に向けて
深い理解＝知識が整理されて結びついた状態

知識

知識 知識

「深い理解」を意識すると… ことば

図・表 式

ことばから式を作ってないか？
式のイメージはあるか？

「なぜ」「そもそも」
「どのように」が
⾃分の⾔葉で説明できる
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（1）既有知識の重要性

⼈間は新しい情報を既有知識の枠組みに
包摂しながら「理解」している

有意味受容学習（Ausubel et al., 1968）

既有知識
（枠組み）

新しい情報を
包摂・⾁付け
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（2）処理の深さの重要性

処理⽔準仮説（Craik & Lockhurt, 1972）

情報に対する処理が深いほど
記憶への定着がよくなる

形態処理 ⾒た⽬について考える
⾳韻処理 ⾳について考える
意味処理 意味について考える
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意味処理を促す説明活動

説明することの効果（Chi et al., 1994, Chi, 2000など）

知識がつながる → 理解が深まる
わからないことがわかる

理解に向けた活動
＝「なぜ・そもそも・どのように」を説明

数学・物理・⽂章読解などで効果が実証
(Aleven & Koedinger, 2002; Chi et al., 1989; McNamara, 2004)

（Bransford et al., 2000）
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まとめ：深い理解に向けて

教師からのインプット
• 「なぜ・そもそも・どのように」を意識
• 冒頭で概要やアウトラインを⽰す
• 具体例や⽐喩を使って説明

• 概念や⼿続きを⾃分の⾔葉で説明させる
学習者⾃⾝のアウトプット

教師が理解状態をみとる⼿⽴てにもなる

インプットとアウトプットでの⼯夫
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学習⽅略の種類
反復⽅略 繰り返し書く，解く
精緻化⽅略 既有知識との関連づけ
体制化⽅略 情報の整理・構造化
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教訓帰納
答え合わせ後に「振り返り」
→なぜ間違えたか

どう考えればよかったかをメモ



意味や根拠を説明してみる説明⽅略

その内容を知らない⼈を
イメージする

簡便な精緻化⽅略
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語呂合わせ 富⼠⼭麓にオウム鳴く
サンシャイン引いて夜⾵が…

y=ax+bのaというのは…
bというのは…

この式の意味は…



学び⽅の要因を考慮して指導する
⽅略知識 その⽅略を知っているか

有効性の認知 その⽅略が役に⽴つと思っているか

コストの認知 その⽅略を⾯倒だと思っているか

• やり⽅を直接教える
• 朝・総合・LHRで扱う

• 実際に使わせて効果を体験させる
• 先輩や友達の具体例を⾒せる

• 先輩や友達の具体例を⾒せる
• 使う練習をする（最初はみんなで） 15



⾃⼰調整サイクル

①予⾒

②遂⾏③省察

結果をもとに
振り返る

⽬標を決める
計画を⽴てる

理解を深める
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動機づけ 学習⽅略 メタ認知

学びのチェック
コントロールやる気・エネルギー 学び⽅

学びの⾃⼰調整とは
PDCAサイクルと同じ



⽇々の学習にどう取り⼊れるか
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学習者が計画を⽴てて，遂⾏して振り返る
⼦どもに委ねるべき？
⾃由進度学習をさせればよい？

学び⽅の指導や
トレーニングが必要

⾃⼰調整⼒の獲得プロセス
（1） 観察（教わる）
（2） 模倣（真似する）
（3） セルフコントロール（⼀⼈でやる）
（4） ⾃⼰調整（柔軟に対応）

深い理解に
到達できるか疑問
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予習 復習
家庭学習

授業

学校

① 予⾒

② 遂⾏ ③ 省察

① 予⾒

② 遂⾏

③ 省察

① 予⾒

② 遂⾏③ 省察

⽇々の学習での⾃⼰調整

授業と家庭学習をつなぐ⾃⼰調整を通じて
深い理解と学ぶ⼒の育成を⽬指せばよいのでは



先⽣の説明
友達の発⾔

情報

授業に関係する
知識

理解・記憶

加⼯・編集

情報処理に即して考えると

深い理解
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教科書を読んで授業を聞くと

中学2年歴史を対象とした実験授業（篠ヶ⾕2008）

→ 授業でのなぜ（背景因果）の理解を促進



予習の実践例（福岡県の⼩学校）
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時間 活動 留意点
導⼊5分 予習内容の確認

わからなかったところは？
オクリンクで共有
友達のつまずき

展開15分 ・図を使いながら教師が説明
→ 類似した問題をペアで説明

⽬標を提⽰する
テープ図を使いなが
ら説明させる

深化
20分

引かれる側が整数しかない問題 テープ図を使いなが
ら考えさせる

分数部分が引けないひき算のやり⽅を読む ？ ま！
注：！（なるほど）？（わからない）ま（友達が間違えそう）
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時間 活動 留意点
導⼊5分 予習内容の確認

わからなかったところは？
オクリンクで共有
友達のつまずき

展開15分 ・図を使いながら教師が説明
→ 類似した問題をペアで説明

⽬標を提⽰する
テープ図を使いなが
ら説明させる

深化
20分

引かれる側が整数しかない問題 テープ図を使いなが
ら考えさせる

分数部分が引けないひき算のやり⽅を読む ？ ま！
予習の実践例（福岡県の⼩学校）

⼿続きの「なぜ」や，図と式のつながりを理解

注：！（なるほど）？（わからない）ま（友達が間違えそう）
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時間 活動 留意点
導⼊5分 予習内容の確認

わからなかったところは？
オクリンクで共有
友達のつまずき

展開15分 ・図を使いながら教師が説明
→ 類似した問題をペアで説明

⽬標を提⽰する
テープ図を使いなが
ら説明させる

深化
20分

引かれる側が整数しかない問題 テープ図を使いなが
ら考えさせる

予習の実践例（福岡県の⼩学校）

理解した内容をもとにさらに思考・対話

分数部分が引けないひき算のやり⽅を読む ？ ま！
注：！（なるほど）？（わからない）ま（友達が間違えそう）
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予習 復習
家庭学習

授業

学校

① 予⾒

② 遂⾏ ③ 省察

① 予⾒

② 遂⾏

③ 省察

① 予⾒

② 遂⾏③ 省察

予習から授業への⾃⼰調整

説明できるか？

これを理解しよう

予習の振り返りをもとに授業で深い理解へ



復習に向けた⾃⼰調整（篠ヶ⾕他, 2026）
  教育⼼理学研究, 74 (2)
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授業後の振り返りを毎回の復習につなげる⼯夫
• わかったこと
• わからなかったこと
• つまずきに基づく課題設定

＋共通の宿題（問題演習）
授業後の復習で何に取り組むかを具体的に書く

毎回の授業（⾼1数学）
• 公式や⼿続きのなぜを教師が説明
• ⽣徒がペアで説明→発展課題を協同解決



1学期で明らかになった問題点
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• わかったことの記述

• わからなかったことの記述

• つまずきに基づく課題設定の記述

表⾯的：「Σの公式がわかった」等

記憶中⼼：「Σの公式が覚えられていない」等

反復中⼼：「たくさん解いて慣れたい」等



2学期の改善点
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わかったこと

わからなかったこと

友達に説明するつもりで

つまずき種類と対応例

よい記述例は授業で紹介



記述の変化

28改善後：公式や⼿続きの理解を重視した深い記述

改善前：公式の記憶や反復を重視した浅い記述
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予習 復習
家庭学習

授業

学校

① 予⾒

② 遂⾏ ③ 省察

① 予⾒

② 遂⾏

③ 省察

① 予⾒

② 遂⾏③ 省察

授業から復習への⾃⼰調整

⾃分のつまずきを振り返って復習
課題を設定させても浅い学習に

つまずきの型や課題設定を明⽰的に教えることや
他の学習者の取り組みの具体例を⽰すことが重要

つまずきの
振り返り
課題設定
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予習 復習家庭学習

授業

学校

知識・⾒通し
「なぜ」の問い

既有知識と関連づける
具体例・⽐喩を使う
学習者に説明させる

説明型の宿題
教訓帰納の指導

まとめ

澁川ら (2019)
篠ヶ⾕ (2008, 2011, 2013, 2014)..

太⽥・⼭野井 (2019)
篠ヶ⾕他 (2026)・植阪 (2010)..

Bransford et al. (2000)
Chi (2000)・伊藤 (2009)..

授業と家庭学習をつなぐ⾃⼰調整を通じて
深い理解と学ぶ⼒の育成を⽬指せばよいのでは
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学び⽅の指導や具体例
トレーニングは必須

学ぶ⼒の獲得プロセスを想定した指導が必要
（1） 観察（教わる）
（2） 模倣（真似する）
（3） セルフコントロール（⼀⼈でやる）
（4） ⾃⼰調整（柔軟に対応）

まとめ
◆ 知識・技能
◆ 思考⼒・判断⼒・表現⼒
◆ 主体的に学習に取り組む態度

思考に使える
確かな知識

深い理解

学ぶ⼒
⾃⼰調整



補⾜：⼀貫して深い理解を重視すべき
① 授業で「なぜ」を教える

• 予習の役⽴ち感が⾼まるため予習が促される
• 予習の効果が現れる（篠ヶ⾕, 2014; Shinogaya, 2017）

② 授業で「なぜ」を説明させる
• 説明型の宿題の効果が促される（太⽥・⼭野井, 2019）

教科書の内容をなぞるだけ
繰り返すだけの授業にならないように注意が必要

※低学⼒の⽣徒は説明が困難だが
授業中のペアの⽣徒の説明をもとに取り組める

授業と家庭学習の連動
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補⾜：予習が有効な教科・単元

予習が有効かは⽬的次第
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教科書の知識の「なぜ」を理解させる
教科書の知識を⾃⼒で発⾒させる

⭕

❌

理科や社会でも有効
予習：教科書を読んでくる・問いを持つ
授業：教科書のなぜを理解する

→ 理解した内容をもとに思考する

＝深い理解



補⾜：授業と事前・事後学習の関係

⼩学校

本学習事前 事後

展開導⼊ まとめ
授業

中学
⾼校 授業予習 復習

社会⼈ 講演
セミナー予習 復習

どこかの段階で移⾏が必要

学校教育の中で「学ぶ⼒」を育成したい34



補⾜：予習のレベルは様々

① ⾒通しを持つ
教科書や問題を読んでおく

線を引く
付箋を貼る
⾃分で問いを作る

② 注⽬ポイントの準備

③ 問いに対する⾃分の考えや予想を
⽤意しておく

授業内
授業の最後
授業の冒頭等

授業外

組み合わせ⽅は⾃由

学年やレベルに合わせて
移⾏していく発想が重要

35



補⾜：学び⽅の育成の実践例
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中1の総合的な学習の時間での探究（篠ヶ⾕他, 2024）

① 学習⽅略の指導・具体例
精緻化⽅略，体制化⽅略など

② ⽅略の計画
→ 定期考査の勉強でどの⽅略を使うか

③ 振り返り
→ 実際に使ってみてどうだったか

④ 「私の学習⽅略」についてポスター発表



探究活動①（4〜7⽉）
• 学習⽅略の明⽰的指導
• 前期中間考査に向けて⽅略の計画，使⽤，振り返り
探究活動②（7〜8⽉：夏季休暇中）
• 動機づけ調整⽅略の指導
• 動機づけ調整⽅略の計画，使⽤，振り返り
探究活動③（9〜10⽉）
• 前期期末考査に向けて⽅略の計画，使⽤，振り返り
全体のまとめ（10⽉）
• ポスター作成と発表準備
• 「私の学習⽅略」について発表

スケジュール

37



ポスターの構成
中間考査前

期末考査前

期末考査後
結論，今後に向けて

各時期の記述内容から
⽅略の変化の様相を分析

ポスター発表（10⽉）

38



表３ 各方略の変化パタンの人数（割合） 

 浅い 

方略 

深い 

方略 

メタ 

認知 

動機づけ 

調整 

一貫 

使用 
36(42%) 2(2%) 3(4%) 5(6%) 

一貫 

不使用 
11(13%) 61(72%) 66(78%) 26(31%) 

増加 1(1%) 5(6%) 9(11%) 32(38%) 

減少 31(36%) 9(11%) 2(2%) 10(12%) 

山型 1(1%) 8(9%) 5(6%) 12(14%) 

谷型 5(6%) 0(0%) 0(0%) 0(0%) 

N = 85 

 

表４ 中間前に浅い方略のみを使用した54名の変化 

変化あり 変化なし 

多様化 

33名(61%) 

工夫追加 

11名(20%) 
10名(19%) 

 

中間前に浅い⽅略だけを使
⽤していた学習者の変化

多様化→61％
他の⽅略も使うようになった

⼯夫追加→20％
反復はするが⼯夫が加わった

学習者の変化パタン

39
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